第3章　諸手当関係（宿日直手当）


12　宿日直手当
○　概要
(1)　宿日直手当とは、正規の勤務時間以外の時間、祝日等に行う、次に掲げる宿直勤務または日直勤務を命ぜられた職員に支給される手当である。
　 ア　本来の勤務に従事しないで行う庁舎、校舎、設備、備品、書類等の保全、外部との連絡、文書の収受、庁舎又は校舎の監視等を目的とする勤務
　 イ　高等学校、中学校及び特別支援学校の寄宿舎における児童、生徒の生活指導等のための定時的巡視等を目的とする勤務
(2)　支給額は、次のとおりである。
	 
	勤務１回（宿直・日直）
	５時間未満勤務（半日直）


	 (1)のアに掲げる勤務
	5,400円
	2,700円

	 (1)のイに掲げる勤務
	6,100円
	3,050円


○関係法令
給与条例

(宿日直手当)

第16条の2　宿日直勤務を命ぜられた職員には、その勤務1回につき、5,400円(入院患者の病状の急変等に対処するための医師又は歯科医師の宿日直勤務にあつては20,000円、人事委員会規則で定める業務を主として行う宿日直勤務にあつては7,400円)を超えない範囲内において任命権者が人事委員会の承認を得て定める額を宿日直手当として支給する。（略）
２　（略）
給与規則
第 31 条の2　条例第16条の2第1項の人事委員会規則で定める業務は次に掲げる業務とし、同項ただし書の人事委員会規則で定める日は、勤務時間が午前8時30分から午後0時30分まで割り振られている日とする。

　１　（略）

　２　教育又は研修の機関における学生等の生活指導等のための定時的巡視等の業務
第32条　超過勤務手当、休日給、夜勤手当及び宿日直手当は、その月の分を次の月における給料の支給定日に支給する。ただし、特別の事由によりその日に支給することができない場合には、その日後において支給することができる。

２　職員が勤務時間条例第8条の3第1項の規定により指定された超勤代休時間に勤務した場合において支給する当該超勤代休時間の指定に代えられた超過勤務手当の支給に係る超過勤務手当に対する前項の規定の適用については、同項中「次の」とあるのは、「勤務時間条例第8条の3第1項の規定により超勤代休時間が指定された日の属する月の次の」とする。

３　超過勤務手当、休日給、夜勤手当及び宿日直手当は、前2項の規定によるほか、給料の支給方法に準じて支給する。

福島県教育委員会の所管に属する職員の宿日直手当に関する規程
（目的）

第1条　この訓令は、職員の給与に関する条例（昭和26年福島県条例第9号。次条において「給与条例」という。）第16条の2第1項の規定により、宿日直手当に関し、必要な事項を定めることを目的とする。

（宿直勤務又は日直勤務）

第2条　この訓令で宿直勤務又は日直勤務とは、職員の勤務時間、休暇等関する条例（平成7年福島県条例第4号）第8条の2に規定する正規の勤務時間以外の時間、給与条例第12条に規定する祝日法による休日等若しくは年末年始の休日等又は国の行事等が行われる日でその都度教育長が指定する日において行う勤務であつて次に掲げるものをいう。
　１　本来の勤務に従事しないで行う庁舎、校舎、設備、備品、書類等の保全、外部との連絡、文書の収受、庁舎又は校舎の監視等を目的とする勤務

２　高等学校、中学校及び特別支援学校の寄宿舎における児童、生徒の生活指導等のための定時的巡視等を目的とする勤務
（宿日直手当の額）

第3条　宿日直手当の額は、次の表の上欄に掲げる区分に応じ、勤務１回につき同表下欄に掲げる額とする。

[image: image1.emf]１　宿日直勤務（２に掲げる

　勤務を除く。）

２　５時間未満の宿日直勤務

第２条第１号の勤務 5,400円 2,700円

第２条第２号の勤務 6,100円 3,050円

勤務の区分

手当額


（附則）

１　この訓令は、令和元年12月27日から施行し、改正後の福島県教育委員会の所管に属する職員の宿日直手当に関する規程（次項において「改正後の規程」という。）の規定は、平成31年4月1日から適用する。
２　改正後の規程の規定を適用する場合においては、この訓令による改正前の福島県教育委員会の所管に属する職員の宿日直手当に関する規程の規定に基づいて支給された宿日直手当は、改正後の規程の規定による宿日直手当の内払とみなす。
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Sheet1

		勤務の区分 キンム クブン		手当額 テアテ ガク

				１　宿日直勤務（２に掲げる
　勤務を除く。） シュク ニッチョク キンム カカ キンム ノゾ		２　５時間未満の宿日直勤務 ジカン ミマン シュク ニッチョク キンム

		第２条第１号の勤務 ダイ ジョウ ダイ ゴウ キンム		5,400円 エン		2,700円 エン

		第２条第２号の勤務 ダイ ジョウ ダイ ゴウ キンム		6,100円 エン		3,050円 エン






